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普及・技術支援等の概要

　法人化に伴う組織変更でこれまで企画部門と普及部門を担ってきた企画指導部は，企業等への積極支援を第

一義に，企業支援部に改編され，研究成果の普及や企業等に対する技術支援に取り組みました。

○重点的な普及を図った成果

　　北海道型木製ガードレール，内装用準不燃タモ材，道産 I 形梁，CNC 木工旋盤，ヤナギバイオエタノール，

　色彩浮造り合板など。

○木製ガードレール設置見学会

　　林産試験場の敷地内に北海道型木製ガードレールを設置するにあたり，見学会を実施しました。参加数は

　関係者を含め約 70 名でした。

○展示会等への出展などによる普及

　　北洋銀行ものづくりテクノフェア，ジャパンホームショー，ビジネスエキスポ，住宅リフォームフェアほか。

○外部団体等への協力・連携

　　外部機関等が木材利用の普及などを図るために行う施設整備やイベント開催において，その目的に合わせ

　たコーディネートや展示物の作成などの協力を行っています。22 年度については，札幌市の円山動物園に

　おける木質バイオマス展示への協力や，全国木材産業振興大会展示における林産試験場開発製品の展示物作

　成などを行いました。

　　また，上川地域水平連携協議会や NPO 健康セーフティーネットなどの団体において賛同できる活動に対し，

　積極的な協力を行いました。

○テクニカルノート「木材乾燥」の改訂（監修）

　　テクニカルノート木材乾燥（基礎編改訂版 1985，実務編改訂版）の後継書として，内容の吟味，原稿の

　作成など，監修することにより，改訂新版として北海道林産技術普及協会から発行されました。

「研究・普及サイクルのシステムづくり」事業

　本事業は多様化・高度化する地域の技術ニーズに的確かつ迅速に対応し，木材産業の自立的経営と健全な発

展を目的として道の組織時代に開始された事業です。当場では，道内各地域への研究成果の技術移転，および

要望に沿った研究展開において，最も実効力があり重要な取り組みと位置付け，普及指導の根幹に据えて実施

しています。

　具体的には，林産試験場が各地域に出向き，その地域の「フロントランナー企業」を中心に巡回訪問して直

接的に当場の研究成果や保有技術を紹介するとともに，各企業が抱える課題や研究要望を聞き取っています。

　平成 22 年度は，昨年度に引き続き対象圏域を限らずに企業巡回訪問を行い，述べ 26 日間，延べ 63 の団体

等に対し成果普及や技術課題・研究要望調査を行いました。

　企業巡回訪問のほか，住宅部材として製材の乾燥精度に対する要求が厳しい状況や，各企業の乾燥技術者が

研修を受ける機会が少ない状況を鑑み，林産試験場が各地に出向いて乾燥技術を講習する「木材乾燥技術セミ

ナー」を，本事業の一環として実施しました（詳細は，後述の「行事等による成果普及」を参照）。また，経営者・

現場担当者を交えた学習会や意見交換会を行っています。

　事業実施に際しては，道（総合）振興局林務課，森づくりセンターと，企業情報や地域課題・解決策等を共

有し，連携を図っています。

　このようなかたちで継続的な技術支援や共同研究等への発展を図ることで，地域課題の解決に向けた総合的

なフォローアップを実施しています。
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　① 口頭発表

＜木材利用の活動報告＞座長：水産林務部森林環境局森林活用課総括普及指導員兼主幹　今田　秀樹

　森の見える家づくりについて　　　　　　　　 　　　　　　　　空知総合振興局森林室　服部　聡

　トドマツ無垢構造材「夢来」　　　　　　　　　　　　　　　上川地域水平連携協議会　上島　信彦

　公共施設への地域材利用促進に向けた取組　　　　　　　　　釧路総合振興局森林室　河村　哲夫

　十勝産カラマツの住宅利用に向けた取組　　　　　　　　　　十勝総合振興局森林室　法島　直人

＜道産建築用材の需要拡大＞座長：技術部長　斎藤　直人

　道産カラマツを用いた 2× 4用製材の開発　　　　　　　　　技術部生産技術グループ　大橋　義徳

                                                        　　　　　　( 株 ) サトウ　松永　秀司

　道産針葉樹を用いた圧縮木質内装材の生産技術ならびに表面加工技術の開発

                                          　　　 　　     技術部製品開発グループ　澤田　哲則

＜安全・安心・快適な高付加価値製品の開発＞座長：性能部長　前田　典昭　

　公共建築物等の内装に使用する防火木材について　　　　性能部耐久・構造グループ　河原﨑 政行

　安心安全な木製ハイブリッド遊具の開発　　　　　　　　　性能部居住環境グループ　小林　裕昇

＜森林資源の総合利用＞座長：利用部長　菊地　伸一

　きのこ生産地で発生する副産物を活用する  　　　　　 　　　　利用部微生物グループ　原田　陽

　木材を農業用培土として利用する　　　　　　　　　　　　 利用部バイオマスグループ　関　一人

　② 展示発表

　腐朽菌の DNA 情報を利用して木質構造物を守る　　　　 　　性能部耐久・構造グループ　東　智則

　道産材 3 層パネルの構造用途開発　　　　　　　　　　　性能部耐久・構造グループ　野田　康信

　床下換気によるシックスクール対策　　　　　　　　　　　　能部居住環境グループ　朝倉　靖弘

研究成果発表会

　研究成果発表会として，広く研究成果を発表する場として行う「北海道森づくり研究成果発表会（木材利用

部門）」と，行政施策等への反映を図るため行政機関等を対象に行う「林業・林産試験場研究成果発表会」と

の二本立てで開催しました。

　また，「北海道森づくり研究成果発表会（森林整備部門）」（平成 23 年 4 月 14 日（木）札幌市）でも，林業

関係者を対象に当場の研究成果を展示発表しました。

○平成 23 年北海道森づくり研究成果発表会（木材利用部門）

　平成 22 年度の研究成果を中心に広く発表する場として，次のとおり開催しました。

　この発表会は，平成 5 年度から林産試験場が行ってきた ｢ 林産試験場研究成果発表会 ｣ を平成 16 年度から

上記名称に変更し，全道の各振興局林務課や森林室，森林管理局，市町村，企業，団体等からの発表を募り，

木材をはじめ森林資源の利用技術について広く情報交換・交流する場として開催しています。

　　日　　時：平成 23 年 4 月 21 日（木）10:10 ～ 16:20

　　場　　所：旭川市民文化会館　小ホール，展示室（旭川市 7 条通 9 丁目）

　　参加者数：271 名

○講習会等の行事開催による普及

　・木材乾燥技術セミナー

　・「間伐の効用をあらためて考える」（林業試験場主催）
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　新しい木材グレーディング装置開発の試み　　　　　　　利用部マテリアルグループ　藤本　高明

　住宅に道産木製品を使ったときの経済効果は？　　　　　利用部マテリアルグループ　古俣　寛隆

　アンチエイジング製品に利用できる道産キノコの開発について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用部微生物グループ　米山　彰造

　木質ペレットの品質管理マニュアルをつくりました　　　　利用部バイオマスグループ　山田　敦

　カラマツ材を効率的に利用することで経営収支はどのように変化するのか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用部バイオマスグループ　石川　佳生

　もっとたくさんカラマツの柱を使えるようにするために～製材・乾燥技術について～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部生産技術グループ　伊藤　洋一

　ナラ突き板を用いた木質材料の変色およびその防止について　技術部生産技術グループ　平林　靖

　わん曲集成材を用いた新製品開発   　　　　　　　　　　　技術部生産技術グループ　松本　和茂

　高性能な純国産Ｉ形梁の開発          　　　　　　　　　技術部生産技術グループ　大橋　義徳

　国産単板積層材を用いた新しい厚板壁構造の開発　　　　性能部耐久・構造グループ　戸田　正彦                                                      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部生産技術グループ　大橋　義徳

　トドマツ水食い材の選別技術　　　　　　　　　　　　　　技術部製品開発グループ　近藤　佳秀

　CNC 木工旋盤の商品化「3D ターニングマシン」　　　　　　　技術部製品開発グループ　橋本　裕之

　色彩浮造り合板の技術移転　　　　　　　　　　　　　　技術部製品開発グループ　松本　久美子                                                      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 有 ) 杏和建具・( 有 ) Ｙ・ＩＭＡＧＩＮＥ

　CCA 処理木材から CCA 成分の除去方法の検討　　　　　　企業支援部普及調整グループ　山崎　亨史

　未搬出間伐材（切捨間伐）を活用した木製排水管　オホーツク総合振興局西部森林室　渡辺　和美                                               

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下川町森林組合　武田　茂樹

　道南スギの利用促進への取組　　　　　　　　　　　　　　渡島総合振興局西部森林室　坂下　勉

　地域材を利用したカラマツ住宅の促進　　　　　　　　　日高振興局森林室平取事務所　渡　一男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日高振興局森林室平取事務所　國井　清嗣郎

　

　（森林整備部門での林産試験場の展示発表）

　流木の処理・活用に向けて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部  斎藤　直人

　北海道に「マツタケ山」をつくろう　　　　　　　　　　　利用部微生物グループ　宜寿次　盛生

　　

○平成 22 年度林業・林産試験場研究成果発表会

　林業試験場及び林産試験場の研究成果の積極的な活用を図るため，行政機関等が取り組む施策・事業の効果

的，効率的な推進に寄与しうる知見等を紹介する場としての行政向けプレゼンを，次のとおり開催しました。

　　日　　時：平成 22 年 8 月 30 日（月）13:30 ～ 16:00

　　場　　所：第 2 水産ビル　8BC 会議室（札幌市中央区北 3 条西 7 丁目 1 番地）

　　参加者数：66 名

＜口頭発表によるプレゼン＞

　北海道型木製ガードレール（ビスタガード）の活用に向けて

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　企業支援部普及調整グループ　今井　良  

　資源作物としてのヤナギの利用可能性－バイオエタノール化を中心とした検討－

          　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　利用部バイオマスグループ　檜山　亮

　海岸林造成地の不成績要因とその改善法　　　　 林業試験場森林環境部環境グループ　真坂　一彦  
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　大径材に対応したカラマツ細り表　　　森林研究本部企画調整部企画課企画グループ　山田　健四

　カラマツの施業と材質－間伐率のちがいで材質に差がでるのか？－

                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用部バイオマスグループ　安久津　久

　北海道版カラマツ収穫予測ソフトのバージョンアップ－素材生産，二酸化炭素固定予測機能の追加

　と材質予測の可能性－　　　　　　　　　　　　林業試験場森林資源部経営グループ　八坂　通泰

　　

行事等による成果普及

　研究成果発表会のほかに，各種行事の開催や参加により研究成果の普及に取り組みました。

行事等の開催による普及
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行事等への参加による普及

木材利用の理解を図る普及（イベント協力等）

　林産試験場で開発した製品や技術を知ってもらうと同時に，木材のやさしさ，あたたかさ，木材を使った創

作の楽しさなどを理解してもらう機会として，以下の展示会やイベント等に参加・協力しました。また，総合

振興局・振興局や振興局森林室ほか各種団体が主催したイベント等に林産試験場の開発製品，パネル等を貸し

出しました。

出展協力した展示会・イベントの概要



〔林産試験場年報　平成 22 年度〕

－ 63 －

普及・技術支援等の概要

　このほか，NHK ラジオ「おはようもぎたてラジオ便『北海道森物語』」に出演し，道民に対して木材利用増

進に向けた森林・林産研究の必要性等について理解を求めました。

　放送のタイトル等は次のとおりです。

　「おはようもぎたてラジオ便」：NHK ラジオ第１，月～金の 7:50 前後に約 5 分間放送。『北海道森物語』は第 2・

第 4 火曜日の放送。林産試験場は第 4 火曜日に出演しています。

木のグランドフェア

　平成 4 年度から ( 社 ) 北海道林産技術普及協会との共催により林産試験場内で行っていたイベントは，平成

6 年度から「木のグランドフェア」と改称されました。木のグランドフェアは，一般道民の木製品に対する理

解の向上と木材の利用拡大を目的に，「木と暮らしの情報館」とログハウス「木路歩来（ころぽっくる）」を活

用した地域貢献事業として実施しています。

　平成 22 年度の「第 19 回木のグランドフェア」は，以下の内容で 7 月 24 日 ( 土 ) から 10 月 15 日 ( 金 ) ま

で開催し，期間中の入場者は約 6,000 人でした。
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研究業績等の発表

　林産試験場の研究業績等は，研究発表会ならびに林産試験場報や林産試だより，その他の刊行物で公表され

ています。

1）研究発表会

　学会およびその他の発表会等で発表したものは次のとおりです（外部機関が筆頭のものは含まず）。
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2）刊行物等で発表した研究業績等（平成 22 年 4 月～ 23 年 3 月掲載）

　林産試験場報は 540 号を発行しました。

　林産試験場報およびその他の刊行物へ投稿したものは次のとおりです（一部外部機関が筆頭のものを含む）。
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3）林産試だよりで発表した研究業績等

　林産試だよりは，12 回発行しました。タイトル等は次のとおりです。
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ホームページ

　ホームページ（http://www.fpri.hro.or.jp/）で，最新の研究成果や普及・技術支援情報を発信しました。

　新規に或いは内容を更新して掲載した主な情報は次のとおりです。22 年度の更新回数は 71 回。

○刊行物データベース（林産試だより 2010 年 4 月号～ 2011 年 3 月号，平成 21 年度年報，場報 540 号）

○技術支援制度のご案内（依頼試験・分析・鑑定・設計，設備使用，研究要望）

○マニュアル・特集（2011 木製サッシフォーラム，木の温かみを定量化しそれを実現する表面加工マニュアル）

○その他（要覧（和・英），活用事例紹介，研究課題）
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研究に関する主な報道状況

　報道機関の取材に積極的に応じ，研究成果の PR に努めました。主な報道は次のとおりです。

　　○ヤナギからバイオ燃料を抽出する研究について　　　5 月 28 日付　 北海道新聞

　　○きのこを原料にした富化技術について　　 　 　　　7 月号　　　  メディアあさひかわ

　　○道産カラマツの建築用ムク製材生産技術の開発　　　6 月 30 日付　 林材新聞

　　○新品種ブナシメジ「マーブレ２１９」について　　 11 月 14 日付   北海道新聞

　　○カラマツ大径木を建築用材へ　　　　　　　　　　　1 月 1 日付　  北海道林材新聞

　　○道産Ｉ形梁の効率的な生産へ　　 　　  　　　　　 1 月 1 日付　  北海道林材新聞

　　○住宅事情の展望と研究への取り組み　　　　 　　   1 月 1 日付　  北海道林材新聞　　

　　○カラマツを立木段階で強度性能を予測する検討　　　1 月 7 日付　  日刊木材新聞

    ○森林資源の段階的利用 ( 北海道の森林 22)　　　　   3 月 2 日付　  北海道新聞

視察・見学

　視察・見学者数および視察・見学者に対して行った講義は，次のとおりです。

「木と暮らしの情報館」入場者：10,117 名

見学・視察時の講義
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普及・技術支援等の概要

技術指導

　技術指導は年間 90 件，延べ 166 人でした。項目別には次のとおりです。

技術相談

　技術相談は総数で 828 件でした。部門別には次のとおりです。
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依頼試験

　平成 22 年度は，木材工業関連企業等からの依頼を受けて，接合部の強度試験，VOC 及びホルムアルデヒド

放散量測定試験，サッシの性能試験，木材の強度試験など 79 項目 152 件の試験及び分析 ･ 鑑定を行いました。

技術研修

　技術研修の受講者は 5 名でした。その内容は次のとおりです。

設備使用

　木材工業関連企業等による林産試験場の機械設備などの使用件数は 49 件，延べ 172 時間（52 日）でした。

主な使用機械としては気密・水密試験装置，耐火試験炉，燃焼発熱性試験装置，分光光度計などが挙げられます。
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場外委員会活動等

　公共性が高く専門的知識が求められる各種委員会からの委員委嘱等については積極的に応じました。委嘱状

況は次のとおりです。


